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（0日印的串こ60の
駐車皐蘇巾雪崩t車乙

両種メ再販で．千種瑠所動
伸し13千
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諾鸞謁
骨窮極勘で、碓きつとり

即社食をか和光ダ醇
を駆瑚考画糊とか弱Z
手Tゞしまサこ。その頃帥
一つ－I性的諦／↓「劫題でぽ・J

静雄鳥類や宮子一十など17！桐
掠卒も要客．吏陀蛍もス札疹限医煉しま

方的びりとん乱し非わな・Tこと君明。

他の市町租もその施桑を祝いするめL

落し書直。し電蹄引あ・中二そaり糾

衷施されい締）便じ両、毎的
し討。
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日
本
共
産
党
の
吉
良
富

彦
高
知
県
議
は
・
日
の
県

議
会
で
代
表
質
問
に
立
ち
、

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償

化
に
従
っ
て
実
費
徴
収
さ

れ
る
副
食
費
に
つ
い
て
、

半
数
以
上
の
自
治
体
で
無

償
に
す
る
方
向
の
秋
田
県

の
よ
う
に
補
助
制
度
を
創

設
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

尾
崎
正
直
知
事
は
検
討
を

す
る
と
答
え
ま
し
た
。

ま
た
、
吉
良
氏
は
「
市

町
村
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
、

子
ど
も
の
医
療
費
の
無
償

化
の
拡
充
に
予
算
出
動
す

べ
き
だ
」
と
迫
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
尾
崎
知
事
は
無

償
化
の
拡
充
を
拒
み
ま
し

た。

特
別
支
援
学
校
の
過
密

化
の
解
消
に
向
け
て
、
保

護
者
や
教
職
員
ら
が
今
月
、

1
「
学
校
を
つ
く
る
会
」
を

結
成
し
ま
し
た
。
県
教
委

も
7
月
に
検
討
委
員
会
を

設
立
。
士
富
民
氏
は
検
討
委

員
会
が
「
つ
く
る
会
」
や
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保
護
者
、
現
場
の
教
職
員

と
意
見
交
探
懇
談
す
る

よ
う
要
求
し
ま
し
た
。
伊

藤
博
明
教
育
長
は
意
見
交

換
し
て
い
く
こ
と
を
約
束

し
ま
し
た
。
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田

中
根
氏
　
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
（
少
数
者
）
問

題
の
研
修
状
況
は
。

橋
口
欣
二
文
化
生
活
ス

ポ
ー
ツ
部
長
　
県
人
権
啓

発
セ
ン
タ
ー
が
行
う
講
師

派
遣
事
業
で
、
L
G
B
T

を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
は

2
0
1
7
年
度
の
7
件
か

ら
1
8
年
度
は
5
0
件
と
大
幅

に
増
加
し
た
。

中
根
氏
i
性
的
少
数
者

の
問
題
の
取
り
組
み
を
広

げ
る
手
だ
て
を
聞
く
。

尾
崎
知
事
　
3
月
改
定

の
県
人
権
施
策
基
杢
力
針

で
性
的
指
向
・
性
自
認
を

県
民
に
身
近
な
人
権
課
題

と
し
た
。
来
年
度
改
定
の

高
知
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
で
も
性
的
少
数
者
を
位

置
付
け
、
市
町
村
も
同
様

の
視
点
で
プ
ラ
ン
策
定
や

改
定
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。
性
的
少
数
者
に
対

応
し
た
施
策
は
ま
だ
不
十

分
で
、
市
町
村
と
の
連
携

な
ど
に
力
を
入
れ
る
。

（
傍
証
高
射
ト
∂
）


